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国立市
く に た ち し

議会
ぎ か い

基本
き ほ ん

条例
じょうれい

 

平成
へいせい

26年
ねん

12月
がつ

25日
にち

条例
じょうれい

第39号
だい  ごう

 

                               改正 

平成
へいせい

30年
ねん

12月
がつ

17日
にち

条例
じょうれい

第36号
だい  ごう

 

目次
もくじ

 

 前文
ぜんぶん

 

 第
だい

１ 章
しょう

 総則
そうそく

（第
だい

１ 条
じょう

） 

 第
だい

２ 章
しょう

 議会
ぎかい

・議員
ぎいん

の責務
せきむ

と活動
かつどう

原則
げんそく

（第
だい

２ 条
じょう

－第
だい

４ 条
じょう

） 

 第
だい

３ 章
しょう

 市民
しみん

と議会
ぎかい

の関係
かんけい

（第
だい

５ 条
じょう

・第
だい

６ 条
じょう

） 

 第
だい

４ 章
しょう

 議会
ぎかい

と市長
しちょう

等
とう

の関係
かんけい

（第
だい

７ 条
じょう

－第
だい

１１ 条
じょう

） 

 第
だい

５ 章
しょう

 議会
ぎかい

運営
うんえい

の原則
げんそく

（第
だい

１２ 条
じょう

－第
だい

１６ 条
じょう

） 

 第
だい

６ 章
しょう

 議会
ぎかい

と議会
ぎかい

事務
じ む

局
きょく

の体制
たいせい

整備
せいび

（第
だい

１７ 条
じょう

－第
だい

２３ 条
じょう

） 

 第
だい

７ 章
しょう

 災害
さいがい

時
じ

の対応
たいおう

（第
だい

２４ 条
じょう

） 

 第
だい

８ 章
しょう

 議員
ぎいん

定数
ていすう

及
およ

び議員
ぎいん

報 酬
ほうしゅう

（第
だい

２５ 条
じょう

・第
だい

２６ 条
じょう

） 

 第
だい

９ 章
しょう

 条 例
じょうれい

の位置
い ち

付
づ

け及
およ

び見直
みなお

し等
とう

（第
だい

２７ 条
じょう

・第
だい

２８ 条
じょう

） 

 付則
ふそく

 

 

 

前
ぜん

 文
ぶん

 

 

自治体
じ ち た い

の議会
ぎかい

は、日本
にほん

国
こく

憲法
けんぽう

により定
さだ

められた、主権者
しゅけんしゃ

である市民
しみん

に選
えら

ばれた議員
ぎいん

で構成
こうせい

され

る唯一
ゆいいつ

の議決
ぎけつ

機関
きかん

です。二元
にげん

代 表 制
だいひょうせい

のもと、市長
しちょう

をはじめ執行
しっこう

機関
きかん

との健全
けんぜん

な緊 張
きんちょう

関係
かんけい

を保
ほ

持
じ

しながら、立法
りっぽう

機能
きのう

を持
も

つと共
とも

に行 政
ぎょうせい

の監
かん

視
し

機能
きのう

を持
も

っています。 

文 教
ぶんきょう

地区
ち く

運動
うんどう

以来
いらい

の住 民
じゅうみん

自治
じ ち

の歴史
れきし

を持
も

つ国立市
くにたちし

は、第
だい

一
いち

期
き

基本
きほん

構想
こうそう

以来
いらい

、「人間
にんげん

を大切
たいせつ

に

するまち」を基本
きほん

理念
りねん

に、「文 教
ぶんきょう

都市
と し

くにたち」を都市像
と し ぞ う

としています。また「しょうがいしゃが

あたりまえに暮
く

らすまち宣言
せんげん

」、「国立市
くにたちし

平和
へいわ

都市
と し

宣言
せんげん

」及
およ

び国立市
くにたちし

女性
じょせい

と男性
だんせい

及び
お よ  

多様
た よ う

な性
せい

の

平等
びょうどう

参画
さんかく

を推進
すいしん

する条例
じょうれい

を制定
せいてい

しています。 

私
わたし

たち国立市
くにたちし

議会
ぎかい

は、そのようなまちにふさわしい、多様
たよう

な市民
しみん

参加
さんか

による議会
ぎかい

運営
うんえい

につとめ、

地域
ちいき

民主
みんしゅ

主義
しゅぎ

を実現
じつげん

する責任
せきにん

があります。孤立
こりつ

や排除
はいじょ

を生
う

み出
だ

さず、違
ちが

いを認
みと

め合
あ

い、共
とも

に支
ささ

え

合
あ

うことをめざすソーシャルインクルージョンの理念
りねん

に配慮
はいりょ

し、誰
だれ

もが市政
しせい

に生
い

き生
い

きと参加
さんか

し、

その成果
せいか

を実感
じっかん

できる議会
ぎかい

をめざします。 

積 極 的
せっきょくてき

な広報
こうほう

・広 聴
こうちょう

につとめ、市民
しみん

からの政策
せいさく

提案
ていあん

を受
う

け止
と

めながら、議員
ぎいん

同士
どうし

の闊達
かったつ

な自由
じゆう

討議
とうぎ

により市政
しせい

の課題
かだい

を掘
ほ

り起
お

こし、市民
しみん

に開
ひら

かれた「見
み

える！ 動
うご

く！ 創
つく

り出
だ

す！」議会
ぎかい

をめざ

して、ここに議会
ぎかい

基本
きほん

条 例
じょうれい

を制定
せいてい

します。 
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 第
だい

１章
しょう

 総則
そうそく

 

（目的
もくてき

） 

第
だい

１ 条
じょう

 この条 例
じょうれい

は、必要
ひつよう

な議会
ぎかい

運営
うんえい

の基本
きほん

事項
じこう

を定
さだ

めることにより、二元
にげん

代 表 制
だいひょうせい

の下
もと

、市長
しちょう

その他
た

執行
しっこう

機関
きかん

及
およ

びその職 員
しょくいん

（以下
い か

「市長
しちょう

等
とう

」という。）と緊 張
きんちょう

関係
かんけい

を保
たも

ち、市民
しみん

と手
て

を 携
たずさ

え、市民
しみん

に開
ひら

かれた議会
ぎかい

を実現
じつげん

し、もって地方
ちほう

自治
じ ち

の本旨
ほんし

に基
もと

づく住 民
じゅうみん

の福祉
ふくし

の増進
ぞうしん

を図
はか

るこ

とを目的
もくてき

とする。 

  第
だい

２章
しょう

 議会
ぎ か い

・議員
ぎ い ん

の責務
せ き む

と活動
かつどう

原則
げんそく

 

（議会
ぎかい

の活動
かつどう

原則
げんそく

） 

第
だい

２ 条
じょう

 議会
ぎかい

は、市民
しみん

の代 表
だいひょう

から構成
こうせい

される市
し

の議事
ぎ じ

機関
きかん

かつ団体
だんたい

意思
い し

の決定
けってい

機関
きかん

として、

公正性
こうせいせい

、透明性
とうめいせい

及
およ

び市民
しみん

からの信頼性
しんらいせい

を重視
じゅうし

するとともに、ソーシャルインクルージョンの

理念
りねん

に配慮
はいりょ

し、次
つぎ

に掲
かか

げる原則
げんそく

に基
もと

づき活動
かつどう

しなければならない。 

(１) 議決
ぎけつ

責任
せきにん

を深
ふか

く認識
にんしき

し、積 極 的
せっきょくてき

な情 報
じょうほう

公開
こうかい

及
およ

び市民
しみん

との意見
いけん

交換
こうかん

に取
と

り組
く

むとともに、

市民
しみん

に対
たい

する説明
せつめい

責任
せきにん

を果
は

たすこと。 

(２) 議論
ぎろん

を尽
つ

くし、市政
しせい

の課題
かだい

に関
かん

する論点
ろんてん

及
およ

び争点
そうてん

を明
あき

らかにし、議員間
ぎいんかん

の合意
ごうい

形成
けいせい

に努
つと

め

ること。 

(３) 市長
しちょう

等
とう

の市政
しせい

運営
うんえい

を監視
かんし

すること。 

(４) 広
ひろ

く市民
しみん

に開
ひら

かれた、わかりやすい議会
ぎかい

運営
うんえい

に努
つと

めること。 

(５) 他
た

の地方
ちほう

公 共
こうきょう

団体
だんたい

の議会
ぎかい

及
およ

び大学
だいがく

等
とう

研 究
けんきゅう

機関
きかん

との交 流
こうりゅう

及
およ

び連携
れんけい

に努
つと

めること。 

(６) 男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

に努
つと

めること。 

（議員
ぎいん

の活動
かつどう

原則
げんそく

） 

第
だい

３ 条
じょう

 議員
ぎいん

は、選挙
せんきょ

で選
えら

ばれた市民
しみん

の代 表 者
だいひょうしゃ

として、次
つぎ

に掲
かか

げる原則
げんそく

に基
もと

づき活動
かつどう

しなけれ

ばならない。 

(１) 一部
いちぶ

の団体
だんたい

又
また

は地域
ちいき

の代 表 者
だいひょうしゃ

としてではなく、市民
しみん

全体
ぜんたい

の福祉
ふくし

の増進
ぞうしん

を目指
め ざ

して活動
かつどう

す

ること。 

(２） 議会
ぎかい

において意思
い し

を表 明
ひょうめい

するに当
あ

たっては、独自
どくじ

の調査
ちょうさ

研 究
けんきゅう

を 行
おこな

うとともに市民
しみん

か

らの意見
いけん

の聴 取
ちょうしゅ

に努
つと

めること。 

(３) 市民
しみん

の代 表 者
だいひょうしゃ

としてふさわしい品位
ひんい

を保
たも

ち、高
たか

い見識
けんしき

を身
み

に着
つ

けるとともに、政
せい

  治
じ

倫理
りんり

の向 上
こうじょう

に努
つと

めること。 

（会派
かいは

及
およ

び交 渉
こうしょう

団体
だんたい

） 

第
だい

４ 条
じょう

 議員
ぎいん

は、議会
ぎかい

活動
かつどう

を 行
おこな

うに当
あ

たり、理念
りねん

及
およ

び政策
せいさく

を 共
きょう

有
ゆう

する１人
ひとり

以上
いじょう

の議員
ぎいん

で構成
こうせい

す
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る会派
かいは

を結成
けっせい

することができる。 

２ 会派
かいは

は、政策
せいさく

立案
りつあん

及
およ

び調査
ちょうさ

研 究
けんきゅう

（以下
い か

「政策
せいさく

立案
りつあん

等
とう

」という。）に努
つと

める。 

３ 会派
かいは

は、議会
ぎかい

運営
うんえい

及
およ

び政策
せいさく

立案
りつあん

等
とう

に関
かん

し、必要
ひつよう

に応
おう

じて会派間
かいはかん

で調 整
ちょうせい

を 行
おこな

い、合意
ごうい

形成
けいせい

に

努
つと

める。 

４ 議会
ぎかい

は、議会
ぎかい

運営
うんえい

に当
あ

たっては、会派間
かいはかん

の公平性
こうへいせい

を確保
かくほ

しなければならない。 

５ 会派
かいは

は、相互
そ う ご

に協議
きょうぎ

の上
うえ

、交 渉
こうしょう

団体
だんたい

（議会
ぎかい

運営
うんえい

について交 渉
こうしょう

できる所属
しょぞく

議員
ぎいん

３人
にん

以上
いじょう

の団体
だんたい

をいう。）を結成
けっせい

することができる。 

第
だい

３章
しょう

 市民
し み ん

と議会
ぎ か い

の関係
かんけい

 

（市民
しみん

参加
さんか

による議会
ぎかい

の政策
せいさく

形成
けいせい

） 

第
だい

５ 条
じょう

 議会
ぎかい

は、市民
しみん

の意向
いこう

を議会
ぎかい

における議論
ぎろん

に反映
はんえい

するため、市民
しみん

参加
さんか

の多様
たよう

な機会
きかい

を設
もう

け、

議会
ぎかい

として政策
せいさく

形成
けいせい

を進
すす

める。 

２ 議会
ぎかい

は、前項
ぜんこう

に規定
きてい

する政策
せいさく

形成
けいせい

の実現
じつげん

に当
あ

たり、事案
じあん

に応
おう

じて、次
つぎ

に掲
かか

げる方法
ほうほう

を用
もち

いる。 

(１) 議会
ぎかい

報告会
ほうこくかい

  

(２) 市民
しみん

の意見
いけん

を聴
き

く会
かい

又
また

は意見
いけん

交換会
こうかんかい

  

(３) 地方
ちほう

自治法
じ ち ほ う

（昭和
しょうわ

22年
ねん

法律
ほうりつ

第
だい

67号
ごう

。以下
い か

「法
ほう

」という。）第
だい

115 条
じょう

の２第
だい

１項
こう

に規定
きてい

する

公 聴 会
こうちょうかい

 

(４) 法
ほう

第
だい

115 条
じょう

の２第
だい

２項
こう

に規定
きてい

する参考人
さんこうにん

の制度
せいど

 

(５) パブリックコメント 

(６) 前各号
ぜんかくごう

に掲
かか

げるもののほか、議会
ぎかい

が必要
ひつよう

と認
みと

めるもの 

３ 議会
ぎかい

は、市民
しみん

からの請願
せいがん

及
およ

び陳 情
ちんじょう

を政策
せいさく

提言
ていげん

又
また

は政策
せいさく

提案
ていあん

として受
う

け止
と

め、適切
てきせつ

かつ誠実
せいじつ

にこれを審議
しんぎ

する。 

（広報
こうほう

委員会
いいんかい

及
およ

び広 聴
こうちょう

委員会
いいんかい

） 

第
だい

６ 条
じょう

 議会
ぎかい

は、広報広聴
こうほうこうちょう

機能
きのう

の充 実
じゅうじつ

のため、議員
ぎいん

で構成
こうせい

する広報
こうほう

委員会
いいんかい

及
およ

び広 聴
こうちょう

委員会
いいんかい

を

設置
せっち

する。 

２ 前項
ぜんこう

の広報
こうほう

委員会
いいんかい

及
およ

び広 聴
こうちょう

委員会
いいんかい

に関
かん

し必要
ひつよう

な事項
じこう

は、別
べつ

に定
さだ

める。 

第
だい

４章
しょう

 議会
ぎ か い

と市長
しちょう

等
とう

の関係
かんけい

 

（議会
ぎかい

と市長
しちょう

等
とう

の関係
かんけい

） 

第
だい

７ 条
じょう

 議会
ぎかい

は、議会
ぎかい

における審議
しんぎ

において、議員
ぎいん

と市長
しちょう

等
とう

との緊 張
きんちょう

関係
かんけい

を保
たも

ち、議事
ぎ じ

機関
きかん

と

して市民
しみん

に負
お

うべき責務
せきむ

を果
は

たさなければならない。 

２ 議員
ぎいん

は、本
ほん

会議
かいぎ

、委員会
いいんかい

その他
た

の議会
ぎかい

の会議
かいぎ

において、市長
しちょう

等
とう

に対
たい

して質問
しつもん

及
およ

び質疑
しつぎ

（以下
い か
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「質問
しつもん

等
とう

」という。）を 行
おこな

うときは、論点
ろんてん

を明
あき

らかにするため、一問一答
いちもんいっとう

の方式
ほうしき

で 行
おこな

うこと

ができる。 

３ 市長
しちょう

等
とう

は、議員
ぎいん

からの質問
しつもん

等
とう

に対
たい

して、その論点
ろんてん

を整理
せいり

するため、議長
ぎちょう

又
また

は委員長
いいんちょう

の許可
きょか

を得
え

て反問
はんもん

することができる。 

４ 議会
ぎかい

は、閉 会 中
へいかいちゅう

に市長
しちょう

等
とう

に対
たい

し文書
ぶんしょ

による質問
しつもん

を 行
おこな

い、文書
ぶんしょ

による回答
かいとう

を求
もと

めることが

できる。 

（決算
けっさん

認定
にんてい

及
およ

び予算
よさん

の審議
しんぎ

） 

第
だい

８ 条
じょう

 議会
ぎかい

は、決算
けっさん

認定
にんてい

に当
あ

たっては、市長
しちょう

の予算
よさん

調 製
ちょうせい

に資
し

するよう審議
しんぎ

に努
つと

める。 

２ 議会
ぎかい

は、予算
よさん

及
およ

び決算
けっさん

認定
にんてい

の審議
しんぎ

に当
あ

たっては、議会
ぎかい

における審議
しんぎ

を深
ふか

めるため、市長
しちょう

等
とう

に対
たい

して施策
しさく

別
べつ

又
また

は事業
じぎょう

別
べつ

の説明
せつめい

及
およ

び資料
しりょう

作成
さくせい

を求
もと

めるものとする。 

（政策
せいさく

形成
けいせい

過程
かてい

の説明
せつめい

） 

第
だい

９ 条
じょう

 議会
ぎかい

は、市長
しちょう

が提案
ていあん

する重 要
じゅうよう

な施策
しさく

、計画
けいかく

及
およ

び事業
じぎょう

（以下
い か

「政策
せいさく

等
とう

」という。）につ

いて、その水 準
すいじゅん

を高
たか

めるとともに、議会
ぎかい

審議
しんぎ

における論点
ろんてん

を整理
せいり

するために、市長
しちょう

等
とう

に対
たい

し、

次
つぎ

に掲
かか

げる事項
じこう

について明
あき

らかにするよう求
もと

めることができる。 

(１) 政策
せいさく

等
とう

の提案
ていあん

に至
いた

った背景
はいけい

及
およ

び経緯
けいい

 

(２) 市民
しみん

参加
さんか

の実施
じっし

の有無
う む

及
およ

び実施
じっし

した場合
ばあい

の内容
ないよう

 

(３) 国立市
くにたちし

基本
きほん

構想
こうそう

との整合性
せいごうせい

 

(４) 政策
せいさく

等
とう

の実施
じっし

に係
かか

る財源
ざいげん

措置
そ ち

 

(５) 将 来
しょうらい

にわたる効果
こうか

及
およ

び費用
ひよう

 

(６) 目 標
もくひょう

達成
たっせい

基準
きじゅん

及
およ

び政策
せいさく

等
とう

の見直
みなお

し基準
きじゅん

 

（議決
ぎけつ

事件
じけん

の追加
ついか

） 

第
だい

10 条
じょう

 議会
ぎかい

は、法
ほう

第
だい

96 条
じょう

第
だい

２項
こう

の規定
きてい

により、同 条
どうじょう

第
だい

１項
こう

に規定
きてい

する事件
じけん

のほか必要
ひつよう

な事件
じけん

を、議決
ぎけつ

事件
じけん

として追加
ついか

することができる。 

２ 議会
ぎかい

は、前項
ぜんこう

の規定
きてい

により議決
ぎけつ

事件
じけん

を追加
ついか

し、又
また

は追加
ついか

した事件
じけん

を削
さく

除
じょ

する場合
ばあい

は、その理由
りゆう

及
およ

び根拠
こんきょ

を明確
めいかく

にしなければならない。 

３ 議会
ぎかい

で議
ぎ

決
けつ

すべき事件
じけん

は、別
べつ

に条 例
じょうれい

で定
さだ

める。 

 （行 政
ぎょうせい

計画
けいかく

の報告
ほうこく

及
およ

び調査
ちょうさ

） 

第
だい

11 条
じょう

 議会
ぎかい

は、市長
しちょう

等
とう

が各 行
かくぎょう

政
せい

分野
ぶんや

に係
かか

る基本的
きほんてき

な計画
けいかく

（以下
い か

「行 政
ぎょうせい

計画
けいかく

」という。）を策定
さくてい

し、変更
へんこう

し、又
また

は廃止
はいし

しようとするときは、市長
しちょう

等
とう

に対
たい

して、当該
とうがい

行 政
ぎょうせい

計画
けいかく

を所管
しょかん

する委員会
いいんかい

若
も

しくは委員協
いいんきょう

議会
ぎかい

又
また

は全 員 協
ぜんいんきょう

議会
ぎかい

へ報告
ほうこく

を求
もと

める。 
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２ 議会
ぎかい

は、行 政
ぎょうせい

計画
けいかく

について所管
しょかん

する委員会
いいんかい

において、法
ほう

第
だい

１０９ 条
じょう

第
だい

２項
こう

の規定
きてい

による

所管
しょかん

事項
じこう

の調査
ちょうさ

に努
つと

める。 

第
だい

５章
しょう

 議会
ぎ か い

運営
うんえい

の原則
げんそく

 

（会議
かいぎ

の公開
こうかい

） 

第
だい

12 条
じょう

 議会
ぎかい

は、原則
げんそく

として、全
すべ

ての会議
かいぎ

を公開
こうかい

する。公開
こうかい

しない場合
ばあい

にあっては、その理由
りゆう

を

明
あき

らかにしなければならない。 

２ 議会
ぎかい

は、前項
ぜんこう

の規定
きてい

により公開
こうかい

する会議
かいぎ

の開催
かいさい

についてあらかじめ市民
しみん

に周知
しゅうち

するよう努
つと

め

る。 

（討議
とうぎ

の原則
げんそく

） 

第
だい

13 条
じょう

 議会
ぎかい

は、議決
ぎけつ

に当
あ

たっては議員間
ぎいんかん

の公平
こうへい

で自由
じゆう

な議論
ぎろん

を尽
つ

くす。 

２ 議会
ぎかい

は、原則
げんそく

として、委員会
いいんかい

活動
かつどう

を中 心
ちゅうしん

に議員間
ぎいんかん

討議
とうぎ

を 行
おこな

うことができる。 

（議長
ぎちょう

及
およ

び副議長
ふくぎちょう

） 

第
だい

14 条
じょう

 議長
ぎちょう

は、議会
ぎかい

を代 表
だいひょう

し、議場
ぎじょう

の秩序
ちつじょ

保持
ほ じ

、議事
ぎ じ

の整理
せいり

及
およ

び議会
ぎかい

事務
じ む

の統
とう

理
り

を 行
おこな

うと

ともに、中 立
ちゅうりつ

公平
こうへい

な議会
ぎかい

運営
うんえい

に努
つと

める。 

２ 議長
ぎちょう

及
およ

び副議長
ふくぎちょう

の選挙
せんきょ

に当
あ

たっては、所信
しょしん

表 明
ひょうめい

の機会
きかい

を設
もう

ける。 

（議会
ぎかい

運営
うんえい

委員会
いいんかい

及
およ

び協議
きょうぎ

等
とう

の場
ば

） 

第
だい

15 条
じょう

 議会
ぎ か い

は、円滑
えんかつ

な議会
ぎ か い

運営
うんえい

のため、法
ほう

第
だい

109 条
じょう

第
だい

１項
こう

に規定
きてい

する議会
ぎかい

運営
うんえい

委員会
いいんかい

を活用
かつよう

す

る。 

２ 法
ほう

第
だい

100 条
じょう

第
だい

12項
こう

の規定
きてい

による協議
きょうぎ

又
また

は調 整
ちょうせい

の場
ば

として、次
つぎ

に掲
かか

げる会議
かいぎ

を活用
かつよう

する。 

(１) 全 員 協
ぜんいんきょう

議会
ぎかい

 

(２) 委員協
いいんきょう

議会
ぎかい

 

(３) 会派
かいは

会議
かいぎ

 

(４) 会派
かいは

代 表 者
だいひょうしゃ

会議
かいぎ

 

（委員会
いいんかい

の運営
うんえい

） 

第
だい

16 条
じょう

 委員会
いいんかい

は、政策
せいさく

課題
かだい

について調査
ちょうさ

研 究
けんきゅう

を 行
おこな

うとともに、市民
しみん

及
およ

び市長
しちょう

等
とう

との議論
ぎろん

を踏
ふ

まえ、政策
せいさく

提案
ていあん

を 行
おこな

うよう努
つと

める。 

２ 委員会
いいんかい

は、前項
ぜんこう

の政策
せいさく

提案
ていあん

に当
あ

たっては、第
だい

９ 条
じょう

各号
かくごう

に掲
かか

げる事
じ

項
こう

を明
あき

らかにするよう努
つと

め

る。 

第
だい

６章
しょう

 議会
ぎ か い

と議会
ぎ か い

事務局
じむきょく

の体制
たいせい

整備
せ い び

 

（専門的
せんもんてき

知見
ちけん

の活用
かつよう

） 
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第
だい

17 条
じょう

 議会
ぎかい

は、審査
しんさ

又
また

は調査
ちょうさ

に当
あ

たり、法
ほう

第
だい

100 条
じょう

の２の規定
きてい

による学識
がくしき

経験
けいけん

を有
ゆう

する者
もの

等
とう

に

よる専門的
せんもんてき

事項
じこう

に係
かか

る調査
ちょうさ

を積 極 的
せっきょくてき

に活用
かつよう

するよう努
つと

める。 

（附属
ふぞく

機関
きかん

の設置
せっち

） 

第
だい

18 条
じょう

 議会
ぎかい

は、審査
しんさ

、諮問
しもん

又
また

は調査
ちょうさ

に当
あ

たり、別
べつ

に条 例
じょうれい

で定
さだ

めるところにより、附属
ふぞく

機関
きかん

を設置
せっち

することができる。 

（議会
ぎかい

図書室
としょしつ

の充 実
じゅうじつ

） 

第
だい

19 条
じょう

 議会
ぎかい

は、議員
ぎいん

の政策
せいさく

立案
りつあん

等
とう

に資
し

するため、議会
ぎかい

図書室
としょしつ

の図書
としょ

並
なら

びに議会
ぎかい

及
およ

び行 政
ぎょうせい

に関
かん

する資料
しりょう

の 充
じゅう

実
じつ

に努
つと

め、これを活用
かつよう

する。 

２ 議会
ぎかい

は、議会
ぎかい

図書室
としょしつ

の活用
かつよう

に当
あ

たっては、議員
ぎ い ん

の政策
せいさつ

立案
りつあん

及
およ

び市民
し み ん

への情報
じょうほう

提供
ていきょう

のために

市立
しりつ

図書館
としょかん

及
およ

び市
し

が設置
せっち

する情 報
じょうほう

公開
こうかい

コーナーとの連携
れんけい

に努
つと

める。 

（適正
てきせい

な議会費
ぎ か い ひ

の確保
かくほ

） 

第
だい

20 条
じょう

 議会
ぎかい

は、二元
にげん

代 表 制
だいひょうせい

の趣旨
しゅし

を踏
ふ

まえ、議事
ぎ じ

機関
きかん

としての機能
きのう

を充 実
じゅうじつ

させるため、市長
しちょう

の予算
よさん

調 製
ちょうせい

及
およ

び執行
しっこう

に際
さい

し、適正
てきせい

な額
がく

の議
ぎ

会費
かいひ

の計 上
けいじょう

及
およ

び執行
しっこう

を求
もと

めるものとする。 

（議員
ぎいん

研 修
けんしゅう

の充 実
じゅうじつ

） 

第
だい

21 条
じょう

 議会
ぎかい

は、議員
ぎいん

の政策
せいさく

立案
りつあん

等
とう

に必要
ひつよう

な研 修
けんしゅう

の 充
じゅう

実
じつ

に努
つと

める。 

（政務
せいむ

活動
かつどう

の充 実
じゅうじつ

） 

第
だい

22 条
じょう

 会派
かいは

又
また

は議員
ぎいん

は、政策
せいさく

立案
りつあん

等
とう

の能 力
のうりょく

向 上
こうじょう

を図
はか

るため、別
べつ

に条 例
じょうれい

で定
さだ

める政務
せいむ

活動費
かつどうひ

を有効
ゆうこう

に活用
かつよう

し、政務
せいむ

活動
かつどう

の充 実
じゅうじつ

に努
つと

める。 

２ 議長
ぎちょう

は、政務
せいむ

活動費
かつどうひ

に係
かか

る収支
しゅうし

報告書
ほうこくしょ

を毎年度
まいねんど

公
こう

表
ひょう

し、その使途
し と

の透明性
とうめいせい

の確保
かくほ

に努
つと

める。 

（議会
ぎかい

事務局
じむきょく

体制
たいせい

の強化
きょうか

） 

第
だい

23 条
じょう

 議会
ぎかい

は、議員
ぎいん

の資質
ししつ

の向 上
こうじょう

を図
はか

り、議会
ぎかい

運営
うんえい

を円滑
えんかつ

かつ効率的
こうりつてき

に進
すす

めるため、議会
ぎかい

事務局
じむきょく

の調査
ちょうさ

機能
きのう

及
およ

び法務
ほうむ

機能
きのう

の充 実
じゅうじつ

強化
きょうか

並
なら

びに組織
そしき

体制
たいせい

の整備
せいび

に努
つと

める。 

２ 議会
ぎかい

事務局
じむきょく

は、議員
ぎいん

の議会
ぎかい

活動
かつどう

に必要
ひつよう

とされる情 報
じょうほう

の提 供
ていきょう

に努
つと

める。 

３ 議会
ぎかい

事務局
じむきょく

は、法
ほう

第
だい

138 条
じょう

第
だい

５項
こう

を 鑑
かんが

み、市長
しちょう

等
とう

からの独立性
どくりつせい

を保持
ほ じ

する。 

第
だい

７章
しょう

 災害
さいがい

時
じ

の対応
たいおう

 

 （災害
さいがい

時
じ

の対応
たいおう

） 

第
だい

24 条
じょう

 議会
ぎかい

は、大規模
だ い き ぼ

災害
さいがい

が発生
はっせい

し、国立市
くにたちし

災害
さいがい

対策
たいさく

本部
ほんぶ

（国立市
くにたちし

災害
さいがい

対策
たいさく

本部
ほんぶ

及
およ

び国立市
くにたちし

健康
けんこう

危機
き き

管理
かんり

対策
たいさく

本部
ほんぶ

条 例
じょうれい

（平成
へいせい

21年
ねん

３月
がつ

国立市
くにたちし

条 例
じょうれい

第
だい

16号
ごう

）に基
もと

づき設置
せっち

される災害
さいがい

対策
たいさく

本部
ほんぶ

をいう。以下
い か

この 条
じょう

において「対策
たいさく

本部
ほんぶ

」という。）が設置
せっち

された場合
ばあい

において、当該
とうがい

対策
たいさく

本部
ほんぶ

を支援
しえん

するものとする。 
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２ 議長
ぎちょう

は、大規模
だ い き ぼ

災害
さいがい

が発生
はっせい

したときは、必要
ひつよう

に応
おう

じて、議員
ぎいん

による協議
きょうぎ

、調 整
ちょうせい

等
とう

を 行
おこな

うた

めの組織
そしき

を設置
せっち

するものとする。 

３ 議員
ぎいん

は、大規模
だ い き ぼ

災害
さいがい

が発生
はっせい

したときは、議長
ぎちょう

へ 自
みずか

らの安否
あんぴ

及
およ

び所在
しょざい

を明
あき

らかにするため、

連絡
れんらく

するものとする。 

第
だい

８章
しょう

 議員
ぎ い ん

定数
ていすう

及
およ

び議員
ぎ い ん

報酬
ほうしゅう

 

（議員
ぎいん

定数
ていすう

） 

第
だい

25 条
じょう

 議員
ぎいん

の定数
ていすう

は、地域
ちいき

民主
みんしゅ

主義
しゅぎ

の実現
じつげん

に向
む

けた多様
たよう

な民意
みんい

を反映
はんえい

すること、並
なら

びに市長
しちょう

等
とう

の事務
じ む

執行
しっこう

の監視
かんし

機能
きのう

及
およ

び議会
ぎかい

の政策
せいさく

立案
りつあん

機能
きのう

を果
は

たすのにふさわしいことを基本
きほん

とし、別
べつ

に

条 例
じょうれい

で定
さだ

める。 

２  議会
ぎかい

は、議員
ぎいん

の定数
ていすう

の変更
へんこう

に当
あ

たっては、行
ぎょう

財政
ざいせい

改革
かいかく

の視点
してん

及び
および

他市
た し

との比較
ひかく

だけではなく、

市政
しせい

の現 状
げんじょう

及
およ

び課題
かだい

並
なら

びに将 来
しょうらい

の予測
よそく

及
およ

び展望
てんぼう

を総合的
そうごうてき

に考慮
こうりょ

し、その理由
りゆう

を明確
めいかく

にする。 

３ 議会
ぎかい

は、前項
ぜんこう

の変更
へんこう

に当
あ

たっては、第
だい

５ 条
じょう

第
だい

２項
こう

各号
かくごう

に規定
きてい

する方法
ほうほう

を、事案
じあん

に応
おう

じて十 分
じゅうぶん

に活用
かつよう

する。 

（議員
ぎいん

報 酬
ほうしゅう

） 

第
だい

26 条
じょう

 議員
ぎいん

報 酬
ほうしゅう

は、市民
しみん

の負託
ふたく

に応
こた

える議員
ぎいん

活動
かつどう

への対価
たいか

であることを基本
きほん

とし、別
べつ

に条 例
じょうれい

で定
さだ

める。 

２ 議会
ぎかい

は、議員
ぎいん

報 酬
ほうしゅう

の改定
かいてい

に当
あ

たっては、行
ぎょう

財政
ざいせい

改革
かいかく

の視点
してん

及
およ

び他市
た し

との比較
ひかく

だけではなく、

市政
しせい

の現 状
げんじょう

及
およ

び課題
かだい

並
なら

びに将 来
しょうらい

の予測
よそく

及
およ

び展望
てんぼう

を総合的
そうごうてき

に考慮
こうりょ

し、その理由
りゆう

を明確
めいかく

にする。 

３ 議会
ぎかい

は、前項
ぜんこう

の改定
かいてい

に当
あ

たっては、第
だい

５ 条
じょう

第
だい

２項
こう

各号
かくごう

に規定
きてい

する方法
ほうほう

を、事案
じあん

に応
おう

じて十 分
じゅうぶん

に活用
かつよう

する。 

第
だい

９章
しょう

 条例
じょうれい

の位置付
い ち づ

け及
およ

び見直
み な お

し等
とう

 

（条 例
じょうれい

の位置付
い ち づ

け） 

第
だい

27 条
じょう

 この条 例
じょうれい

は、議会
ぎかい

に関
かん

する基本的
きほんてき

事項
じこう

を定
さだ

める条 例
じょうれい

であり、議会
ぎかい

は、議会
ぎかい

に関
かん

する他
た

の条 例
じょうれい

、規則
きそく

その他
た

の規程
きてい

を制定
せいてい

し、又
また

は改廃
かいはい

する場合
ばあい

においては、この条 例
じょうれい

との整合
せいごう

を図
はか

る。 

（条 例
じょうれい

の見直
みなお

し等
とう

手続
てつづき

） 

第
だい

28 条
じょう

 議会
ぎかい

は、議員
ぎいん

の一般
いっぱん

選挙後
せんきょご

その任期中
にんきちゅう

に、この条 例
じょうれい

の目的
もくてき

が達成
たっせい

されているかどうか

を点検
てんけん

し、その経過
けいか

及
およ

び結果
けっか

を適宜
てきぎ

公 表
こうひょう

する。 

２ 議会
ぎかい

は、前項
ぜんこう

の規定
きてい

による点検
てんけん

の結果
けっか

に基
もと

づき、この条 例
じょうれい

の改正
かいせい

その他
た

の適切
てきせつ

な措置
そ ち

を講
こう

ず

る。 
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付
ふ

 則
そく

 

 この条 例
じょうれい

は、平成
へいせい

２７年
ねん

１月
がつ

１日
にち

から施行
しこう

する。ただし、第
だい

６ 条
じょう

の規定
きてい

は同年
どうねん

５月
がつ

１日
にち

から

施行
しこう

する。 

付
ふ

 則
そく

（平成
へいせい

30年
ねん

12月
がつ

17日
にち

条例
じょうれい

第36号
だい  ごう

） 

この条例
じょうれい

は、公布
こ う ふ

の日
ひ

から施行
し こ う

する。 


